
医師として大事にしている事 を教えてください

「患者さんの答えは一つではない」ことを重視しています。治療方針は押しつけず、複数の選択肢
を提示して本人に選んでもらう。教科書的な正解よりも、患者さんにとって最も納得できる治療を
行うことを信条としています。

当院への着任の経緯と印象について

前職の大学病院で、当院の時崎先生に師事していました。
その縁でお誘いいただき、見学を経て着任しました。
当科は「アットホームで協力的な雰囲気」。医師・歯科衛生士・事務ス
タッフの熱意が強く、モチベーションを高め合える環境です。
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医師のご紹介濵田 勇人歯科口腔外科

医師を志したきっかけは？

祖父の代から続く歯科医一家で、自身は三代目。父も歯科医であり、自
然な流れで歯科の道へ進みました。家族全体が同じ大学・業界に関わっ
ており、幼少期から職業意識が芽生えていました。

発行　汐田総合病院　地域連携室

顎変形症（がくへんけいしょう）: 顎の位置や形に異常があり、「噛み合わせのずれ」「顔のゆが
み」などが生じる疾患。

外科手術（骨切り術）＋歯科矯正を組み合わせて治療。
矯正歯科医との連携が必須。近隣の矯正専門医と協力して対応。自費診療での対応も可能。

顔面外傷 : 顔をぶつけた・噛み合わせがずれた・唇や顔面を切った等の外傷。
骨折の場合、ミニプレート固定術により、顎骨を元の位置に整復・固定。
外傷の程度によって4日〜2週間程度の入院を要する。軽症例は外来・日帰り手術でも対応可能。

ご趣味はありますか？

趣味は旅行です。海外（特に東南アジア）によく出かけ、現地文化や建築・食
文化に触れるのが楽しみです。狭い口腔内を見続ける仕事だからこそ、広い世
界を見ることでリフレッシュできると感じており、家族とドライブや旅行に行
くことも多く、仕事への活力源になっています。

濵田先生のことを教えてください！

専門分野について教えてください！



今後の展望
時崎先生との2人体制により、口腔外科における診療範囲の拡充と専門性の深化を目指しています。

学会発表や関連施設との人材交流を通じて、地域医療を支える拠点口腔外科を構築し、「近隣の先生方と協力し、地域全体で

患者さんを支える仕組みを作りたい」と思っていますので、今後ともよろしくお願いいたします。

顎関節症（がくかんせつしょう） : 顎の関節に痛み・雑音（クリック音）・開口障害がある症状。
MRIやCTによる精密検査を行い、マウスピース療法・関節内注射・小規模外科治療を選択。

大がかりな手術はリスク（顔面神経麻痺など）があるため現在は、ほぼ行っていない。

口腔インプラント : 歯を失った部位に「人工歯根（チタン製スクリュー）」を埋入し、 咬合（こうごう：噛み合わ

せ）を再建する治療。

骨量不足の場合は、「骨移植（自家骨移植や腸骨移植）」を実施。

入れ歯に不満がある方、より安定した咬合を希望する方に適応。

入院・治療期間の目安
顎変形症 ：約1〜2週間 　骨切り手術を実施

顔面外傷（骨折固定術）： 約4〜7日　 プレート固定術

（全身麻酔での手術が困難な場合には顎間固定法を考慮します）

顎関節症・インプラント ：原則外来 （大規模手術時のみ入院）

医療連携と地域支援
骨粗鬆症治療薬（ビスフォスフォネート製剤など）を服用している患者は、抜歯や骨への外科的処置で「薬剤関連顎骨壊死

（MRONJ）」を起こすリスクがあります。一般歯科医院では対応が難しい場合、当院での専門的な外科対応が可能です。投薬

内容の調整や他科（内科・整形外科）との連携も行い、安全な治療を提供します。

開業医の先生方とは「住み分け」を意識し、通常治療は地域で、外科的・全身管理が必要な症例は病院で行う体制を構築して

いきたいと思っています。

専門分野について教えてください！

歯科・口腔外科診療体制表

当科は予約制とさせて頂いております。

※急患の場合はご相談ください。

直通番号：045-574-1362


